
三井通信は弊社ＯＢ施主様、長岡市、小千谷市、見附市の一部、川口市の一部、柏崎市

８月に入り、三井工務店もいよいよ完成見学会のシーズンに突入

します。

今年は社員一同、お盆返上で皆様をお待ちします。

お世話になりましたお客様のご好意により、御引渡し前のお住ま

いの見学会も行います。

住まいづくりは、工事に入る前から始まっている人生の一大イベ

ントです。どのお住まいにも、それぞれのお客様の夢や、期待が込

められていて、私どもは可能な限りその全てが叶うように努力しま

した。

おいでいただいた時に、肌で形になった想いを感じていただきた

いと思います。

白山のモデルルームは社員全員で設計コンペを行い、その中で

選ばれたものを、さらに研究しました。構造見学会のときから、多く

の方から完成した姿を見たいと御声をいただいております。

皆様、是非おこしください。

さてさて、今年もこの季節がやって来ました！！市民の誇り、そう『長岡

大花火大会』です！！そこで今号はその歴史についてほんの一部です

が調べてみました。

祭そのものの起源は1945年8月1日の長岡空襲からの復興を願い翌

1946年8月1日に行われた戦災復興祭であるが、花火大会の始まり

はこれとは別で1879年9月14日と15日の2日間、千手町八幡様

の祭りに長原などの遊廓関係者がお金を出し合って花火

350発を打ち上げられたのが始まりと言われている。その後、本格的

な花火大会となったのは1906年からであり、現在の「長岡まつり」

という名称になったのは1951年だそうです。

かつては同じ新潟県内の片貝まつりと花火の大きさで競い合っており

現在打ち揚げられている正三尺玉よりも大きい三尺五寸玉を打ち揚

げたことも過去にはあったが、互いに大きくしていってもきりが

なく、これ以上の大型化は危険が伴うことから、現在は長岡の正三

尺玉、片貝の四尺玉というかたちで落ち着いたそうです。

簡単ですが、これ

が花火大会の歴史

です。たまに地元について調べてみるのも

結構勉強になりますね！ちなみに写真のモニュ

メント、長岡駅にあるのですが、今ま

で私、知りませんでした。。また、あの有

名な山下清画伯も『長岡の花火』という作品を

現在8月のオープンに向け建築中の弊社白山モデルハウス。去る6月14日

御近隣の皆様にご挨拶と感

謝の意味を込めた餅まき。

当日は予想を上回る70人超

の皆様にお集まりいただき

ました！！完成まであと1ヵ

餅まきは弊社：永井、藤田、

清水、モデルハウスの棟

梁である遠藤大工で撒き

ました！予想外の人数に

急遽、お菓子等を買い足

しに行ったほど。。お集ま

りいただいた皆様、本当に


